
奈良国立

文化財研究所

要綱

Ｉ組織規定

文部省組織令（抜粋）

昭和5 9年６月2 8日政令第2 2 7号

第２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第108条文化庁長官の所轄の下に､文化庁に国立国語研究所を

置く。

２前項に定めるもののほか、文化庁に次の施設等機関を置く｡

( 中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第114条国立文化財研究所は、文化財に関する調査研究､変料

の作成及びその公表を行う機関とする。

２国立文化財研究所には、支所を殻〈ことができる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称、位置及び内部組. 織

は文部省令で定める。

文部省設置法施行規則（抜粋）

昭和2 8年１月１３日文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位置

（名称及び位置）

第116条の９国立文化財研究所の名称及び位殻は､次の表に掲

げるとおりとする。

名称
位置

東京国立文化財研究所
東京都台東区

奈良国立文化財研究所
奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第123条奈良国立文化財研究所に、所長を種〈。

２所長は、所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に、庶務部、建造物研究室及び

歴史研究室並びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘

調査部を置く。

２前項に定めるもののほか、奈良国立文化財研究所に飛鳥黄

料館及び埋蔵文化財センターを置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に、次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては、次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し、連絡調整すること。

五この研究所の所掌に係る過構及び遺物の保全のための警

・備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか、他の所掌に属しない事務を

処理すること。

３会計課においては、次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経理及び収入の決算その他会計に関する事務を処理する

こと。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

四庁舎及び設備の維持、管理に関する事務を処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第127条建造物研究室においては､建造物及び伝統的建造物群

に関する調査研究を行い、並びにその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては、考古及び史跡並びに歴史資料に関

する調査研究を行い、並びにその結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第128条平城宮跡発掘調査部に、考古第一調査室､考古第二調

査室、考古第三調査室、巡椛調査室、計測修景調査室及び史

料調査室を髄く。

２前項の各室においては、平城宮跡に関し、次項から第６項

まで､に定める事務を処理するほか、その発掘を行う。

３考. 1, 7第一調査室、考古第二調査室及び考古第三調査室にお

いては､別に定めるところにより分担して､進物( 木簡を除く。）

の保存整理及び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては、巡構の保存整理及び調査研究並び

にこれらの結果の公表を行う。

５計測修景調査室においては、遺構の計測及び修景並びにこ

れらに関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

６史料調査室においては、木簡の保存整理及び調査研究、史

料の収集及び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第129条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に考古第一調査室､考古第二
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調査室、迩構調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては、藤原宮跡及び飛鳥地域における宮

跡その他の遺跡に関し、次項から第５項までに定める事務を

処理するほか、その発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室においては、別に定め

るところにより分担して、遺物( 木簡を除く。）の保存整理及

び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては、遺構の保存整理及び調査研究、遺

構の計測及び修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

５史料調査室においては、木簡の保存整理及び調査研究、史

料の収集及び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第１3 0 条飛鳥資料館においては､ 飛鳥地域の歴史的意義及び文

化財に関し、国民の理解を深めるため、この地域に関する考

古資料、歴史資料その他の資料を収集し、保管して公衆の観

覧に, 供し、あわせてこれらに関する調査研究及び事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に、館長を置く。

２館長は、館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に、庶務室及び学芸室を置く。

２庶務室においては、飛鳥資料館の庶務、会計等に関する事

務を処理する。

３学芸室においては、次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料、歴史資料、建造物、絵画、

彫刻、典籍、古文書その他の資料の収集や保管、展示、模

写、模造、写真の作成、調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図書、写真その他の資料の収集、整理、

保管、展示、閲覧及び調査研: 究を行うこと。

三飛鳥蛮料館の事業に関する出版物の編集及び刊行並びに

普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては､ 次の事務をつかさビ

るｏ

一埋蔵文化財に関し、調査研究及びその結果の公表を行う

こと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公共団体の

埋蔵文化財調査関係職員その他の関係者に対して、専門的、

技術的に研修を行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公共団体の

機関その他関係の機関及び団体等の求めに応じ、専門的、

技術的な指導及び助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報黄料の作成、収集、整理、保管

及び調査研究を行い、並びに地方公共団体の機関その他関

係の機関及び団体等の求めに応じ、その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。
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２前項の長は、埋蔵文化財センターの事務を掌理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第135条埋蔵文化財センターに、教務室､研究指導部及び情報

責料室を置く。

（教務室の事務）

第136条教務室においては､研・修の実施に関する事務を処理す

るほか、埋蔵文化財センターの庶務に関する事務をつかさど

る。

（研究指導部の六室及び事務）

第137条研究指導部に、考古計画研究室、集落遺跡研究室、発

掘技術研究室、遺物処理研究室、測量研究室及び保存工学研

究室を置く。

２考古計画研究室においては､ 第1 3 3条第１号から第３号まで

に掲げる事務（他の室の所業に属するものを除く。）をつかさ

ビる。

３集落遺跡研究室においては、集落遺跡に関し、第1 3 3 条第１

号から第３号までに掲げる事務（発掘技術研究室、遺物処理

研究室、測量研究室及び保存工学研究室の所掌に属するもの

を除く。）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては、遺跡の発掘技術に関し、第１３３

条第１号から第３号までに掲げる事務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては､ 遺物の処理に関し、第1 3 3 条第

１号から第３号までに掲げる事務をつかさビる。

６測量研究室においては、埋蔵文化財の測量に関し、第1 3 3 条

第１号から第３号までに掲げる事務をつかさどる。

７保存工学研究室においては、遺跡の保存整備に関し、第1 3 3

条第１号から第３号までに掲げる事務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8 条情報査料室においては、第1 3 3 条第４号に掲げる事務

をつかさどる。

（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客員研究員を置くことがで

きる。

２客員研究員は、所長の命を受け、奈良国立文化財研究所に

おいて行う調査研究に参画する。

３客員研究員は、非常勤とする。

改正

昭和4 3 年６月1 5 日文部省令第2 0 号／昭和4 5 年４月1 7 日文

部省令第1 1 号／昭和4 8 年４月1 2 日文部省令第６号／昭和４９

年４月1 1 日文部省令第1 0 号／昭和5 0 年４月２日文部省令

第１３号／昭和5 1 年５月1 0 日文部省令第1 6 号／昭和5 2 年４月

１８１１文部省令第1 0 号／昭和5 3 年４月５日文部省令第１９

号／昭和5 3 年９月９日文部省令第3 3 号／昭和5 5 年４月５日

文部省令第１４号／昭和5 5 年６月2 5 日文部省令第2 3 号／昭和

５８年１０月１日文部省令第2 5 号／昭和5 9 年６月3 0 日文部省

令第3 7 号／昭和6 3 年４月８日文部省令第1 2 号



: 海一L 計測修景調査室艮商瀬要一- 一技官内､ 和伸平灘毅（小野健吉）

１１

定員

区分

1996年度

1997年度

研究職

６１

６１

計

踊

稲

指定職

１

１

行政職( 二）

１

１

行政職Ｈ

２２

２２

現在の職員一覧（１９９７．７．１現在）

( 括弧は兼任・併任）

中川かよ子中垣睦美

新宮恵子福本良子

中風呂恭代石川千恵子

補佐典（奥村功）

所長

田中

繍峨想聴繊維典

大西和子

伊藤久美

桝谷香英

奥村．功

港悦子

良外間顎･ 隆一一

長補佐野木正博

門員西田･ 健三

勲玉、芳英渡遥晃宏

~娠欝

一庶務部長原克 己一

井野由宜子中元裕美子
河野忠男一補佐貝

林秀之

中嶋昌士一補佐風

小野教一一車庫災

( 今西康益) 一Wi 佐員

栗林貞弘上垣内茂樹‘

5mｇ

篭

長

任

陸&催畏倉橘
－会計課

福井秀昭一課長補佐

一課長補佐

一専門職員

一専門職員

上村敬子幸田悪里子

阪田信男

永井和代山口由佳中埜博

黒崎直一一( 深潔芳樹）

松村恵司一( 千田剛道）

巽淳一郎一技官挫尾充

毛利光俊彦一一( 寺崎保広）

、剛道西1 - 1 需生深灘芳樹

田敏男

及

任

長

官

渡逃服史

今西康益

挫井雅樹

L枝

一建造物研究室長木村勉一主任研究官村田健一（小野健吉）（浅川滋男）（脇田敏男）（長尾充）

( 深鵜芳樹）（寺崎保広）（岩永禰三）（森本冊）（古尾谷知浩）
一歴史研究室長綾村宏
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術調査室奨

一考古第一調査室長小林謙技官加藤真二（臼杵勲）（商墾洋成）

－考古第二調査室長川越俊一一一技宮金田明大（立木修）（玉田芳英）

一考古第三調森室長山崎橋二一一技官耕野孝之（井上和人）（岩永省三）

一道柵調査室長取扱（町I I I 章) 一技官繍崎和久西山和宏蓮沼麻衣子（
浅川滋男）

職員

塚Ｔｒ蕊富濡撫鴇

補佐典

一史料調査室及舘野利己一一技官古尾谷知浩山下信一郎（渡遥晃宏）

－主任研究官井上和人立木修小野健吉器永省三浅川滋男臼杵

勝

－主 , 任研究宿下

－事務総括（西岡健三）

勘

一専門此佃幹雄

一専門職員井上直夫牛嶋茂

( 花谷浩）（井上直夫）

( 西口謙生）（村上隆）

( 脇田敏男）

( 佐川正敏）（小灘毅）

村上隆寺崎保広佐川正敏花谷浩小灘穀

木寅貢志

羽鳥幸一

補佐員吉岡佐和子松本誠

宮川伴子伊藤敬大郎

水戸部秀樹鈴木惑介

古第一調査室長一考

一考

ﾄ辿

古第二調査室艮

L識繍藤鳳富跡

掘調査部長

猪熊兼

－事務総括（樫ツ

発斗一史料調査室長

商畑孝雄一一補佐貝

一保存工学研究室長加藤允彦一( 内田昭人）

－主任研究官内田昭人松井章森本晋商妻洋成

一一埋

左右田: i Z 妄一主・任中西挫夫一一補佐負大谷照子乾春雄藤本満

森井恵三子米川まち子

岩本圭輔一技官次山淳

究官杉山洋

|量雅樹）

科館長

一弐背報資料室良伊東大作一一技官奥村小百合（森本晋）

( 田中

宍戸雅子

器永恵子

一飛鳥資

取扱



Ⅲ施設（1997. 3. 31現在）

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛烏藤原宮跡発掘調査部

飛鳥資料館

郡山宿舎ロ

飛鳥資料館宿舎

文化庁所管（関係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲淵宮殿跡地区

建物

庁舎

区分

事務室

研究・整理室

資料・図書室

会議室

謙堂

展示室

写真室

復原建物

遺構展示室

車

倉庫・収蔵庫

研修棟

その他

計

本庁舎

646

1, 417

1, 021

３３８

8４

1 3 3

1, 416

1, 666

6, 721

平城

176

2, 465

５３８

８６４

４１１

８３４

１，５６３

608

7, 409

2, 052

1６，９２０

藤原

１９７

１，２０５

３８３

１２９

２１０

２５４

１４９

352

２，９７９

１，６６９

7, 527

宿舎等重要文化財旧米谷家住宅

飛鳥資料館宿舎

飛鳥

盗料館

108

125

131

４９

１３２

１，３６１

7８

９４

6 9 6

1, 606

4, 380

47, 890ｍ倉

８，８６０，F

２０，５１５，３

１７，０９２ｍ７

８０ｍｍ

１，３４３，Ｆ

1, 451, 058, Ｆ

1, 085. 675, 2

360, 342ｍ：

5. 041ｍ；

藤原

宮跡

3６

3６

35, 584, Ｆ

計

１，１２７

５，２１２

１，５３５

５１６

８８０

2, 479

６３８

８３４

１，５６３

１，１３８

１１，２１７

１，４１６

7, 029

3５，５８４

213ｍガ

225 , 3

１Ｖこれまでの刊行物( 括弧内は刊行年度）

奈良国立文化財研究所学報

第１冊仏師運慶の研究（1 9 5 4 ）

第２冊・修学院離宮の復原的研究（1 9 5 4 ）

第３冊文化史論叢（1 9 5 5 ）

第４冊奈良時代僧房の研究（1 9 5 6 ）

第５冊飛鳥寺発掘調査報告（1 9 5 7 ）

第６冊中世庭園文化史（1 9 5 8 ）

第７冊興福寺食堂発掘調査報告（1 9 5 8 ）

第８冊文化史論叢Ｉ（1 9 5 9 ）

第９冊川原寺発掘調査報告（1 9 5 9 ）

第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報告

（1960）
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第11冊院の御所と御堂一院家建築の研究一（1961）

第12冊巧匠阿弥陀仏快慶（196 2）

第13冊寝殿造系庭園の立地的考察（1962）

第１４冊唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」に関する研

究（1962）

第15冊平城宮発掘調査報告１１官簡地域の調査（1962）

第1 6冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内裏地域の調査（1 9 6 3）

第１７冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官街地域の調査（1 9 6 5）

第1 8冊小堀遠州の作事（1 9 6 5）

第１９冊藤原氏の氏寺とその院家（1 9 6 7）

第2 0冊名物裂の成立（1 9 6 9）

第2 1冊研究論集Ｉ（1 9 7 1）

第2 2冊研究論集Ⅱ（1 9 7 3）

第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京一条三坊の調査

（1974）

第2 4 冊高山一町並調査報告一（1 9 7 4 ）

第2 5 冊平城京左京三条二坊（1 9 7 5 ）

第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅷ（1 9 7 5 ）

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ（1 9 7 5 ）

第2 8 冊研究論集Ⅲ（1 9 7 5 ）

第2 9 冊木曽奈良井一町並調査報告一（1 9 7 5 ）

第3 0 冊五篠一町並調査の記録一（1 9 7 6 ）

第3 1 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告1 １（1 9 7 7 ）

第3 2冊研究論集1Ｖ（1 9 7 7）

第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落における民家調査報告

（1977）

第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ（1 9 7 7 ）

第3 5 冊研究論集Ｖ（1 9 7 8 ）

第3 6 冊平城宮整備調査報告Ｉ（1 9 7 8 ）

第3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ（1 9 7 9 ）

第3 8 冊研究論集Ⅵ（1 9 7 9 ）

第3 9 冊平城宮発掘調査報告Ｘ（1 9 8 0 ）

第4 0 冊平城宮発掘調査報告X Ｉ（1 9 8 1 ）

第4 1 冊研究論集Ⅷ（1 9 8 4 ）

第4 2 冊平城宮発掘調査報告X Ⅱ（1 9 8 4 ）

第4 3 冊日本における近世民家（農家）の系統的発展（1 9 8 4 ）

第4 4 冊平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告（1 9 8 5 ）

第4 5 冊薬師寺発掘調査報告（1 9 8 6 ）

第4 6 冊平城京右京八条一坊十三・十四坪発掘調査報告書

（1988）

第4 7冊研究論集VⅢ（1 9 8 8）

第4 8 冊年輪に歴史を読む－日本における古年輪学の成立一

（1990）

第4 9 冊研究論集Ⅸ（1 9 9 0 ）

第5 0冊平城宮跡発掘調査報告X I I I （1 9 9 0）

第5 1 冊平城宮跡発掘調査報告X Ⅳ（1 9 9 2 ）

第5 2 冊西隆寺発掘調査報告書（1 9 9 2 ）

第5 3 冊平城宮朱雀門の復原的研究（1 9 9 3 ）



第5 4冊平城京左京二条二坊・三条二坊一長屋王邸・藤原麻

呂邸一発掘調査報告（199 4）

第5 5冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅳ－飛鳥水落遺跡の調査

(1994）

奈良国立文化財研究所史料

第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）（19 5 4）

第２冊西大寺叡尊伝記集成（1 9 5 5）

第３冊仁和寺史料寺誌編１（1 9 6 3 ）

第４冊俊乗坊重源史料集成（1 9 6 4）

第５冊平城宮木簡１図版（1 9 6 6 ）

第６冊仁和寺史料・寺誌編２（1 9 6 7 ）

第５冊平城宮木簡１解説（別冊･ ）（1 9 6 9）

第７冊唐招提寺史料１（1 9 7 0 ）

第８冊平城宮木簡２図版。解説（1 9 7 4 ）

第９冊日本美術院彫刻等修理記録Ｉ（1 9 7 4 ）

第10冊日本美術院彫刻等卿修理記録1１（197 5）

第1 1冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ（1 9 7 6 ）

第１２冊藤原宮木簡１図版・解説（1 9 7 7 ）

第13冊日本美術院彫刻等修理記録1Ｖ（19 7 7）

第1 4冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ（1 9 7 8 ）

第1 5 冊東大寺文書目録第１巻（1 9 7 8 ）

第1 6冊日本美術院彫刻等‘ 修理記録Ⅵ（1 9 7 9 ）

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説（1 9 7 9 ）

第1 8 冊・藤原宮木簡２図版・解説（1 9 7 9 ）

第1 9 冊束大寺文書目録第２巻（1 9 7 9 ）

第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅷ（1 9 8 0 ）

第2 1 冊東大寺文書目録第３巻（1 9 8 0 ）

第2 2 冊七大寺巡礼私記（1 9 8 1 ）

第2 3 冊東大寺文書目録第４巻（1 9 8 1 ）

第2 4 冊東大寺文書目録第５巻（1 9 8 2 ）

第2 5 冊平城宮出土墨書土器集成Ｉ（1 9 8 2 ）

第2 6 冊東大寺文書目録第６巻（1 9 8 3 ）

第2 7 冊木器集成図録一近畿Ｔｌ千代篇一（1 9 8 4 ）

第2 8 冊平城宮木簡４図版・解説（1 9 8 5 ）

第2 9 冊興福寺典籍文書目録第１巻（1 9 8 5 ）

第3 0 冊山内清男考古資料１（1 9 8 8 ）

第3 1 冊平城宮出土墨書土器集成1 １（1 9 8 8 ）

第3 2 冊山内清男考古資料２（1 9 8 9 ）

第3 3冊山内清男考ＴＩＴ資料３（1 9 9 1）

第3 4 冊山内清男考古責料４（1 9 9 1 ）

第3 5 冊山内清男考古資料５（1 9 9 1 ）

第3 6 冊木器集成図録一近畿原始篇一（1 9 9 2 ）

第3 7 冊徳鐘実測図集成（上）（1 9 9 2 ）

第3 8 冊掩鐘実測図集成（下）（1 9 9 3 ）

第3 9 冊山内清男考古資料６（1 9 9 3 ）

第4 0 冊山田寺出土建築部材集成（1 9 9 4 ）

第4 1 冊平城京木簡１図版・解説（1 9 9 4 ）

第42冊

第43冊

第4 4冊

平城宮木簡５図版・解説（1 9 9 5 ）

山内清男考古資料７（199 5）

典福寺典籍文書目録第２巻（1 9 9 5）

奈良国立文化財研究所基準資料

第１冊瓦編ｌ解説（1 9 7 3 ）

第２冊瓦編２解説（1 9 7 4 ）

第３冊瓦編３（1 9 7 5 ）

第４冊瓦編４（1 9 7 6 ）

第５冊瓦編５（1 9 7 6 ）

第６冊瓦編６（1 9 7 8 ）

第７冊瓦編７（1 9 7 9 ）

第８冊瓦編８（1 9 8 0 ）

第９冊瓦編９（1 9 8 3 ）

飛鳥資料館図録

第１冊飛鳥白肌の在銘金銅仏（1 9 7 6 ）

第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篇（1 9 7 6 ）

第３冊ロ本古代の墓誌（1 9 7 7 ）

第４冊日本古代の墓誌銘文篇（1 9 7 8 ）

第５冊7 1丁代の誕生仏（1 9 7 8）

第６冊飛鳥時代の古墳一高松塚とその周辺一（1 9 7 9 ）

第７冊日本古代の鵬尾（1 9 8 0 ）

第８冊山田寺展（1 9 8 1 ）

第９･ 冊高松塚拾年（1 9 8 2 ）

第1 0 冊渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺一（1 9 8 3 ）

第1 1 冊飛鳥の水時計（1 9 8 3 ）

第1 2 冊小建築の世界一埴輪から瓦塔まで－（1 9 8 3 ）

第1 3 冊藤原宮一半世紀にわたる調査と研究一（1 9 8 4 ）

第1 4 冊日本と韓国の塑像（1 9 8 5 ）

第1 5冊飛鳥寺（1 9 8 5 ）

第1 6 冊飛鳥の石造物（1 9 8 6 ）

第1 7 冊蔦葉乃衣食住（1 9 8 7 ）

第1 8 冊壬申の乱（1 9 8 7 ）

第19冊Ｔｌ『墳を科･学する（1988）

第2 0 冊聖徳太子の世界（1 9 8 8 ）

第2 1冊仏舎利埋納（1 9 8 9 ）

第2 2 冊法隆寺金堂壁画飛天（1 9 8 9 ）

第2 3 冊日本書紀を掘る（1 9 9 0 ）

第2 4 冊飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察（1 9 9 1 ）

第2 5 冊飛鳥の源流（1 9 9 1 ）

第2 6 冊飛鳥の工房（1 9 9 2 ）

第2 7 冊古代の形（1 9 9 4 ）

第2 8 冊蘇我三代（1 9 9 5 ）

奈文研年報／1 9 9 7 - 1 ７１



Ｖ1 9 9 6 年度の動向

予算

人件費

運営強

事業管理

一般研究

特別研究

発掘調査

宮跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財センター運営

本庁舎維持管理等経賢

飛鳥藤原宮跡発掘調査部運営

施設費

平城宮跡等整備費

各所修繕費

合計

主要工事

( 1 ) 平城宮跡地等整備費

朱雀門復原平成８年度工事

東院庭園復原工事

東院正殿復原平成８年度工事

宮内省築地等復原平成８年度工事

通信線改修等工事

( 2 ) 施設整備徴

＊藤原宮収蔵庫新築工事

＊平城京収蔵庫屋根改修工事

（千円）

７３０，３７５

１，２００，３１９

１１，１４６

６３，９００

286, 280

５６３，３０１

７３，７３６

５２，２５２

７３，２５７

52, 970

23, 477

1, 562, 028

１，５５０，１３０

１１，８９８

３，４９２，７２２

( 千円）

660, 400

516, 600

１４，１１１

60, 461

２２‘ ６６０

361, 365

７１，０７０

( 3 ) その他( 各所修繕費、国有文化財保存整備費）

特別史跡山田寺跡整備平成８年度工事

60, 358

本庁舎漏水防止等工那 7 , 7 2 5

＊印は建設省支出委‘ 任工事

協力事業等

文化庁では、文化庁では、1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国有化を進め

ており、1 9 7 2 年度から当研究所が文化庁から支出委任を受けて

買収事務を担当している。

1 9 9 6 年度の状況は下記のとおりである。

区分 面秋( n f ） 金額( 円）

1996年度 5，２９７．９８ 295, 188, 931

国有地合計 3６０，５５７．９９ ８，５１９，５６４，７４０
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人事異動（1996. 4. 1～1997. 3. 31）

４月１日

飛鳥資料館庶務室長に昇任左右田進

庶務部庶務課課長補佐に昇任野木正博

庶務部庶務課庶務係長に昇任大川智和

庶務部会計課専門職員に昇任今西康益

庶務部会計課用度係用度主任に昇任小野敦

庶務部会計課長に転任倉橋睦雄

平城宮跡発掘調査部主任研究官に転任井上和人

平城宮跡発掘調査部考古第二調査室長に配置換川越俊一

飛鳥藤原宮跡発掘調査部史料調査室長に配置換毛利光俊彦

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に配置換小葎毅

文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第二調査室）に採用

金田明大

文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第三調査室）に採用

清野孝之

文部技官（平城宮跡発掘調査部遺構調査室）に採用

西山和宏

事務補佐貝（庶務部庶務課）に採用伊･ 藤久美

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）に採用水戸部秀; 樹

国立極地研究所事業部事業課長に転任萩原寿郁

大阪教育大学学生部入学主幹に転任家村庸男

京都大学学生課課長補 ･ 佐に転任田中日出男

大阪大学総務部人事課専門職員に転任金野忠司

大阪大学医学部附属病院管理課施設掛長に転任笹松保

京都大学超高膳電波研究センター事務掛主任に転任

森昭彦

京都大学文学部教授に転任上原真人

文化庁文化財保談部記念物課に転任岸本直文

７月１日

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任臼杵勲

飛鳥藤原発掘調査部主任研究官に昇任藤田盟児

８月３１日

辞職藤田盟児

1 0 月１日

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺構調査室に配置換長尾充

1 2 月１日

庶務部会計課経理係長に昇任河野忠男

京都大学胸部疾忠研究所業務課収入掛長に転任市原稔三

12月261. 1

辞職森本はぎ子

１月１日

事務補佐員（庶務部会計課）に採用中元裕美子

３月３１日

退職荒木浩司

刊行物

学報第5 6 冊平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘調査報告



史料第4 5 冊北浦定政関係資料

第4 6 冊山内清男考古黄料８

飛鳥責料館図録第2 9 冊斉明紀

報告書等1 9 9 5 年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報

飛鳥・藤原宮発掘調査概報２６

平城京・藤原京出土軒瓦型式一覧

平城宮発掘調査出土木簡概報３２

飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報１２

飛鳥資料館カタログ第1 1 冊山田寺

埋蔵文化財. ニュース８２

埋蔵文化財ニュース８３

埋蔵文化財ニュース８４

アンコール文化遺産保謹共同研究報告件Ｉ

平城宮跡資料館・遺構展示館見学者

区分 平城宮跡資料- 館 遺構展示館 計

1996年度 6１，５０６ 6４，６４５ 126, 151

累計 1, 479, 442 1, 825, 626 3, 305, 068

資料館は1 9 7 0 年度、遺構展示館は1 9 6 3 年度以降の累計

図書・写真資料

図書：165 . 668冊

区分 種別

1996年度 和漢書

洋書

累計 和漢書

洋書

( 1997. 3. 31現在）

購入 寄贈

1, 465 5, 565

6９ 3７

58, 235 9９，４７１

６，０１３ １，９４９

写真：60 1 , 4 6 3（1 9 9 6年度末）

計

7, 030

1 0 6

157, 706

7, 962

奈文研年報／1 9 9 7 - 1 閥絡
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第１展示室

ロビー

便所

11§１１１１

パーゴラ

領弥山石

山田寺塔心礎

法捲寺塔心礎

講堂

会議室

審理練

畷外股示解説室

通用門

石人像

人頭滴
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平城宮跡資料館配置図

１平城宮跡資料館

（１）股示室（３）地備室

（２）誰堂（４）写場

２第１収蔵応

３第２収蔵庫

４第３収蔵庫

５第. l 収蔵叩

６第５収蔵叩

７大型遺物処理棟

８逆物解析処理棟

９便所

１０蛙備棟

１１喪材係智加' 二棟

平城宮跡遺構展示館配置図

１逆櫛展示館２展示館

３辿櫛展示館４拶理棟

５築地塀復原６蟻j 1 陛樋復原

７束大沸復原８便所

９パーゴラ１０案内広場

１１防災設備室

１２宮内街北門・築地塀復原

１３宮内省復原建物（南殿）

１４宮内櫛復原建物（南殿第２殿）

１５富内宥復原建物（西北殿）

ｌ６宮内省復原建物（両南殿）

本館配置図

本館

1 階庶務部及び図普安科室

2 階所畳室及び平城宮跡発掘調査部

3 階辿造物研究室、歴史研究室及び埋蔵文化財センター

幽巌文化財センター研修棟３研修棟

機械棟５車庫６自転車置場

正門８通用 I m I ９非常ロ

】

２

４

７

１２収蔵j j i i

l 3 佐伯門跡

～

飛鳥査料館配置図

２第２展示室３

５閲覧室・売店６

８光庭９

１１売札所１２

Ｍ；機械室１５

１７滴船石１８

２０猿禰２１

飛鳥藤原宮跡発掘調査部配置図

１整備研究棟２審理棟

３展示室４誹堂

５入口６第１収蔵陣

７遺物処理棟８駐耶場

９六条条 I M I 路跡１０建物跡

１１束三坊坊間路跡１２自転車磁場

１３第２収職碓( 新設）
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